
社会構造分野

森明雄 (教授),大将秀行 (助教授),

■杉浦秀樹 (助手)

郷 (深谷)もえ,鈴木真理子 (大学院生)

<研究概要>

A)ヒヒ類の研究

･森明雄,杉浦秀樹

サウジアラビア ･タイフ市のダムとアル ･ルーダフ

公国を利用するマン トヒヒの群で,個 体群動態,行動学

的,社会学的調査を行なってきた.2004年で現地調査

は終了し,2005年度はまとめを行った.イヤー ･タッ

グで標放 した個体の生存と所属するユニットを調べて

社会構造の経年変化の分析を進めてきた.調査対象のダ

ム ･サイ ト集団は巨大な集団を作って生活している.ワ

ン･メイル ･ユニットの存在は明瞭であるが,クランや

バン ドといったエチオピアで見られた重層社会の上部

構造の輪郭は不明瞭だった.エチオピア群と較べて個体

はユニット間を容易に移動し,地域間の移動も起きてい

るという証拠が得られた.

B)中央アフリカ乾燥サバンナにおける霊長類の社会生

協学的野外研究

大揮秀行

カメルーン北部でバクスモンキーの野外研究を

1986年以来行っている.今年度は最終年であるため,

これまでに取 り貯めたパタ.スモンキーの行動および環

境の写共とビデオのデジタル化を行い,共用に供するた

めそのデータベースを作成中である.またパタスモンキ

ーの社会変動に関する進化的安定戦略の考察をはじめ,

その予報を小論に記した.

C)ニホンザルの個体群動態 ･生活史 ･繁殖とその生態

学的決定要因の研究

森明雄,大揮秀行,杉浦秀樹,郷もえ,

鈴木真理子

宮崎県幸島では,主群を避けて島の片隅に生きる小

さな分裂群の観察を前年度に引き続き行った.採食樹の

秋の結実とサルによる利用の年変動を 10月,11月に観

察して検討している.2005年度の秋の実りは,10月の

中心的食物であるムべの採食が下旬にも見られた.また,

海岸斜面に大量のシャリンバイの実がなったため,サル

にとっては豊富な食物条件だったと考えられる.ただ,

過去 6年間の観察では果実は実っていても採食のほと

んど見られなかったシログモの実が 11月の盃要な食物

となったのは,それほど食物条件が良かったとはいえな

いのかもしれない.6年間の秋の調査を振り返ってみる

と,採食条件は毎年毎年変化しており,果実採食には不

安定要因がつきまとっていることが分かった (森).辛

島のニホンザルの採食場所の選択を,サルの利用と食物

利用可能度の観点から分析した (深谷).高崎山の餌付

け集団を対象にその継続個体数調査資料から,給餌丑の

変化と個体数増加率変化の関係を,出産率,幼児死亡率,

初産年令など様々な人口学的変数との関わりで分析し

た.分析は高崎山の管理者である大分市の教育委員会栗

田博之氏が中心になって行い,その結果をタイ国チェラ

ロンコン大学の紀要に投稿した (大滞).宮城県 ･金華

山,鹿児島県 ･屋久島西部海岸地域の野生群を対象に,

個体群動態の継続調査を実施した (杉浦,鈴木).

D)交雑タイワンザル群の生息状況と交雑化の現状の研

究

大滞秀行

1950年代に野生化したと思われる和歌山市周辺の

タイワンザル集団の調査を 1998年から行っている.調

査は,集団遺伝学,保全生態学,形態学,獣医学の研究

者 らと広く協力しながら行っている.今年度は,2004

年度に行った個体数センサスとこれまでに得た人口学

的変数から個体数増加の予測を行ない,タイ国チェラロ

ンコン大学の紀要に投稿した.

E)タイ国における5種のマカクの分布および分布要因

の研東

大揮秀行

タイ国には5種のマカクが分布しており,中部のフ

アイカ-ケン地域では 5種全てが生息しているといわ

れている.昨年度に引き続きこの5種のマカクの分布記

録を分析,とくにアカゲザルの分布南限とカニクイザル

の分布北限の分析を行い,2006年度の調査を策定した.

分析結果の一部は共同利用研究会で発表した.

F)ウガンダのカリンズ森林における霊長類の生態学的

研究

郷もえ

混群 (異種どうLがともに移動し採食する現象)が

形成されるメカニズムを明らかにするために,2004年

ウカンダ共和国カリンズ森林にて収集した,アカオザル,

ー39-



アオザル,ロエストザルの遊動と採食に関するデータを

解析した.

G)ニホンザルにおける群れの空間的なまとまりに関

する行動学的研究.

鈴木真理子,杉浦秀樹

屋久島に生息するヤクシマザルを対象に､ニホンザ

ルの群れの空間的まとまりがいつ,何によって保たれて

いるかを明らかにするため､他個体との位位関係とそれ

に関連した行動のデータ収集と解析を行った.その結果,

群れが広がると視覚的な探索が増え,発声頻度も上がる

ことが示唆された (鈴木).ニホンザルの群の空間的な

広がりや,サブグルーピングを同時個体追跡によって記

録し,解析した (杉浦).
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